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② ミ デー かー トド 


⑯⑮ ミー カー ト と は: イ バ ー ダ ( 宗 拝 行為 ) を 始め る 場所 と 時 間 の こと で す 。 








⑯ ミー カー ト が 定め られ た こと の 英知 : 

















アッ ラー は カアバ 神殿 の 偉大 さと 誉れ ゆえ 、 そ こ に 第 - つま り マ ッ カ - と 、 聖 城 - つま 
り ハ ラム の 領域 - を 定め られ まし た 。 そ し て ハラ ム の 領域 に は また 更に ハラ ム の 領域 が あ 
り 、 そ れこ そ が ハッ ジ か ウム ラ に 臨 も うと する 者 が そこ か ら イ フラ ー ム 1 に 入る こと な し に 
は 通過 する こと の 出来 な い ミ ー カ ー ト な の で す 。 






































信 ミー カー ト の 区 分 : 


ミー カー ト に は 2 つの 区 分 が あり ます : 


























1 一 時 間 的 区 分 : ハッ ジ の 季節 は シャ ウ ワ ー ル 月 、 ズ ー・ ア ル = テ カ ア ダ 月 、 ズ ー・ ア ル テ 
ヒッ ジャ 月 2 で す 。 そ し て ハッ ジ の 季節 の 始ま り は シャ ウ ワ ー ル 月 で 、 ハ ッ ジ の イフ ラー ム 
を する こと の 出来 る 最後 の 時 は ズー・ ア ル ニ テヒ ッ ジ ャ 月 10 日 目 の 日 の 出前 まで で す 。 一 方 
ウム ラ に は 特定 の 時 期 は な く 、 い つ で も 行う こと が 出来 ます 。 






















































































2 一 場所 的 区 分 : ハッ ジ 、 あ る い は ウム ラ に 望む 者 が イフ ラー ム に は 5 つの 地点 の こと で 
ず * 


ズー・ ア ル = テ フラ イフ ァ : マデ ィ ー ナ の 住民 、 及 びそ こ を 通過 する 者 の ミー カー ト 
で す 。 ミ ー カ ー ト の 中 で も 最も マッ カ か ら 硝 い 地点 に あり 、 約 420 キロ 離れ て いま 
す 。「 ア ル テ ア キー ク の 谷 」 と も 呼ば れ 、 預 言 者 モス ク か ら 南 に 13 キロ の 地点 に あ 
る その モス ク は 「 マ スジ ド ・ ア ッ テ シ ャ ジャ ラ 」 と 名 付け られ て いま す 。 ここ 祝福 
に 溢れ た 谷 で サラ ー (礼拝 ) する こと は 、 推 奨 さ れ た 行い の 内 の 1 つ で す 。 







































































アル テ ジ ュ フフ ァ : シャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 レ バ ノ ン な どの 地方 ) や トル コ 、 
エジプト 、 モ ロッ コ 及 びそ の 付近 の 地域 の 住民 と 、 そ こ を 通過 する 者 の た め の ミ ー 
カー ト で す 。 ラー ビグ 付近 の 1 村 で 、 マ ッ カ か ら は 約 186 キロ 離れ て いま す 。 現在 
人 々 は その 西方 に 位置 する ラー ビグ か ら イ フラ ー ム する よう に な り ま し た 。 


























ヤラ ムラ ム : イエ メン 地方 、 及 びそ の 付近 の 地域 の 住民 と 、 そ こ を 通過 する 者 の た 
め の ミ ー カ ー ト で 、 マ ッ カ か ら は 約 120 キロ 離れ た 1 村 で す 。 現 在 は 「 ア ッ テ サ ア 
ディ ー ヤ 」 と 呼ば れ て いま す 。 








Fm 





訳者 注 ・「 イ フラ ー ム 」 と は ハッ ジ に せよ ウム ラ に せよ 、 巡 礼 の 儀 の 開始 を ニー ヤ (意図 ) する こと で 














ト J 


訳者 注 : それ ぞ れ ヒ ジュ ラ 暦 の 10 月 、11 月 、12 月 の こと で す 。 
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カル ヌ ・ ア ル テ マ ナー ズ ィ ル : ナジ ュ ド 地 考 、 タ ー イ フ な ど そ の 付近 の 地域 の 住民 
と 、 そ こ を 通過 する 者 の た め の ミ ー カ ー ト で す 。 現在 は 「 ア ッ テ サ イル ・ ア ル テ カ 
ビー ル 」 と 呼ば れ 、 マ ッ カ か ら は 約 75 キロ 了 れ て いま す 。 マ ハラ ム の 谷 は この カル 
ヌ ・ ア デル テマ ナー ズ ィ イル の 付近 に 位置 し て いま す 。 


ノ 




















ザー ト ・ イ ルク : イラ ク と その 付近 の 地域 の 住民 、 及 びそ こ を 通過 する 人 々 の た め 
の ミー カー ト で 、 ア ッ テ ダ ルビ ー ヤ と 呼ば れ て いま す 。 マ ッ カ か ら は 約 100 キロ 離 
れ て いま す 。 




















また ミー カー ト よ り も マッ カ 側 に 向け て 内 側 に 居住 し て いる 者 は 、 そ こ か ら イ フラ ー ム 
に 入り ます 。 








イブ ン ・ ア ッ パ バー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は マデ ィ ー ナ の 民 に は ズー・ ア ル テ フ ライ ファ 、 シ ャ ー ム 
地 方 の 民 に は デル デー ジュ フ ファ ア 、 ナ ジュ ド の 民 に は カル ヌ ・ ア デル テマ ナー ズ ィ イル 、 イ エメ 
ン の の 民 に は ジム ジム を ミー の カート ど し て 定め 上 れ まし た だ 。 で それ ら の ミー カー トド が ハメ ジン 
と ウム ラ に 臨 も うと する それ ら の 国 の 民 と 、 そ こ を 通過 する 者 の た め (に 定め られ た の ) 

で す 。 そ し て それ ら (の ミー カー ト ) の 内 側 に 住ん で いる 者 は 、 自 分 の 家 か ら イ フラ ー ム 
に 入り ます 。 マ ッ カ の 民 で あっ て も 、 イ フラ ー ム に 入る の は 自宅 か ら で す 。 (アル テ ブ ハー 
リー と ムスリム の 伝承 3 



















































































⑯ 5 つの ミー カー ト の 内 側 に 居住 する 者 の イフ ラー ム の 仕方 : 





マッ カ か ら ハ ッ ジ に 臨む 者 は 、 ハ ラム (聖域 ) の 外 に 出 て イフ ラー ム に 入る こと も 可能 
で す が 、 自 分 の 家 か ら イ フラ ー ム に 入る の が スン ナ 4 で す 。 ま た マッ カ の 居住 者 で ウム ラ に 
臨 も うと する 者 は 、 タ ン イ ー ム 5 の マス ジ ド ・ ア ー イ シャ や アル テ ジ ゥ ラー ナ な ど 、 本 人 に 
と っ て より 都合 の よい 聖域 外 の 場所 か ら イ フラ ー ム に 入り ます 。 そ し て その 法規 定 を 知り 
つつ 、 か つ 導 意 に 聖 城 内 か ら ウ ムラ の イフ ラー ム に 入る の は 有効 で す が 、 罪 を 犯し た こと 
に な り ま す 。 そ の よう な 者 は 悔 惜 し 、 そ の 罪 の 散 し を 人 わな けれ ば な り ま せん 。 

































































@⑯ イフ ラー ム を せ ず に ミー カー ト を 通過 する こと に つい て の 法 的 見 解 : 


トー ク NA2 の 5 る の 0 央 ムラ に 隔 も や もう よ す る 者 が 。 イン ラー の を する こと な く ミ ーー カー 
を 通過 する こと は 許さ れ ま せん 。 も し そう し て し まっ た 者 は 、 ミ ー カ ー ト に 戻っ て イフ ラ 
ー ム に 入ら な けれ ば な り ま せん 。 も し その 規定 を 知り な が ら も 、 敢 えて ミー カー ト を 通過 

















3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1526) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1181)。 文 草 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
4 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 
能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 

5 訳者 注 :・「 タ ン イ ー ム 」 と は マッ カ 北 部 の 聖域 境 に ある 地名 の こと で す 。 中 心 部 か ら は 約 7 キロ 離れ て い 
計 ます: 











2 








し た 後に イフ ラー ム に 入る 者 の ハッ ジ と ウム ラ は 有効 で す が 、 罪 を 犯し た と 見 な され ます 。 
尚 ミ ー カ ー ト より も 前 の 地点 で イフ ラー ム に 入る こと は 忌避 すべ き で す が 、 合 法 で す 。 














2 一 ハッ ジ 、 あ る い は ウム ラ を 臨む や の で は な くし て ミー カー ト を 通過 し 、 そ の 後に ハッ ジ 
か ウム ラ を し よう と 決意 する 者 は 、 現在 いる その 場所 か ら イ フラ ー ム に 入り ます 。 但し ( ミ 
ー カ ー ト 通過 後 ) 聖域 内 に 入っ て か ら ウ ムラ を する こと を 決心 し た 者 は 、 い っ た ん 聖域 外 
に 貞 で で から イジ ラー ム に 大 人 ら な く で は な り ま せみ ん 。 

















⑯ マッ カ の 


し か し も し ウム ラ を 単 列 
場合 は せ 、 タ ン イ ー ム や アル テ ジ ッ ゥ ラーナ な どの 聖域 外 に 





























@ 飛行 機 の 中 で の イフ ラー ム の 形 : 




















居住 者 は 、 マ ッ カ か ら イ フラ ー だ 、 あ る い は キラ ー ン の イフ ラー ム に 入り ます 。 
Rh で 行っ た り 、 あ る い は タマ ッ ト ムッ 6 の ハッ ジ を 行っ た り し た い 
て か ら イ フラ ー ム に 入り ます 。 





ハッ ジ 、 あ る い は ウム ラ に 了 臨ん で 飛行 機 に 乗る 者 は 、 飛行 機 が ミー カー ト を 通過 し た 時 に 





規定 の 衣類 を 装 
ボン が な けれ ば 








うな 者 は 飛行 機 か ら 降 り た ら イ フラ ー ム 用 の 2 枚 の 布 を 手 に 入れ 、 そ れ に 











また ジェ ッ ダ の 空港 に 到 
EID2NGs 
す 。 も し そう せ ず に 空港 、 あ る い は ミー カー 
解 を 知り な が ら イ フラ ー ム に 入っ た 場合 、 そ の 者 の ハッ ジ は 有効 な も の で は あり ます が 発 























長 上 衣 な ど を 用 いて イフ ラー ム に 入り 、 頭 部 に は 何 も 























する ま 





























通過 後に 意 





及 




















少 独 し た こと に な り ま す 。 


イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 
と 平安 あれ ) は アテ ラ ファーム 7 で 演説 し て こう 言い ヨ 
な い 者 は ズボン を 、 サ ンダ ル の な い 者 は 靴 を 身 に 


か ら の 祝福 




















の 伝承 8 




















し て イフ ラー ム に 入り ます 。 も し 2 枚 の 布 が な けれ ば ズボン な ど で 、 ズ 





け 3 





で イフ ラー ム を 遅らせ る こと は 許さ れ 
り の ミー カー ト ま で 戻っ て イフ ラー ム を し 志す 必要 が あり ま 
的 に 、 か つ そ の 行為 の 法 的 見 












































6 訳者 注 :・「 イ フラ 
ジ の 

















7 訳者 注 :「 ア ラフ ァ ー ト 」 と は ヒ 
られ て いる マッ カ 近 郊 の 台地 。 























を を う 事 は 、 預 言 者 
示す 通り 、 
8 サ ヒ ー フ ・ ア ル 





湖 式 の 種類 」 の 項 を 参照 の こと 。 











「 タ マッ トッ 」 と は 全て ハッ ジ の 





ー ド 」「 キ ラー ン 」 

















ジュ ラ 暦 12 月 の 9 





























この 











ー プ ハー リー (1843) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1178)。 
3 





用 式 の こと で す 。 





E せ ん 。 そ の よ 
筆 え る よう に 


08 NO で 


「 








預言 者 ( 彼 に アッ ラー 
E し た :「 ア が ザール ( 腰 布 ) が 
サ よ 。| (アル ー プ ハー リー と ム ス リ 六 


詳し く は 「⑥⑤⑥ ハ ッ 


、 ハ ッ ジ の 巡礼 者 た ち が 赴 く こ と を 義務 付け 
この 地 で アッ ラー を 念じ 、 タ ルビ ヤ を 唱え 、 祈 り 、 犯 し た 人 罪 の 赦し 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 「 ハ ッ ジ は アラ ファ で ある 。」 と いう 言葉 が 
ハッ ジ の メイ ン イ ベン ト 的 意味 合い を 持っ て いま す 。 


